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背景 

• 高専は15才から専門分野の実践的教育 
– エンジニアリングデザイン（創造性，グループ） 
– プログラミングは道具として使いこなせないと 
– 低学年でのコーディング教育 

 
• 競技プログラミングのブーム 

– さまざまなコンテストへの参加 
– オンラインジャッジを用いた演習 
– 計算量を意識したプログラミング 



競技プログラミング 

• 作るべきプログラムが決められていて，早く
正確に組む競技 
– 75分～5時間程度の短めの期間 
– 与えられる問題は3～10問程度 

 
• 競技プログラミングのコンテスト 

– ICPC（国際大学対抗プログラミングコンテスト） 
– パソコン甲子園 プログラミング部門 
– 情報オリンピック 



競技プログラミングのサイト 
• オンラインジャッジ 

– AIZU ONLINE JUDGE 
 judge.u-aizu.ac.jp/onlinejudge/ 
– PKU JudgeOnline 
 poj.org 

• オンラインコンテスト 
– TopCoder 
 www.topcoder.com 
– AtCoder 
 atcoder.jp 



AIZU ONLINE JUDGE 



競技プログラミングの本 

• プログラミンコンテスト
チャレンジブック[第2版] 

• 最強最速アルゴリズマ
ー養成講座 



情報オリンピックとは 
• 国際情報オリンピック 
 (International Olympiad in Informatics, IOI) 

– 8つの国際科学オリンピック 
• 数学，物理，化学，情報，生物，地理，地学，天文 

– 高校生以下の生徒を対象 
– 各国は選手を4人まで 

 
• 日本情報オリンピック 
 (Japanese Olympiad in Informatics, JOI) 

– 国際情報オリンピックに日本代表選手として派遣 
– 情報オリンピック日本委員会が主催 
 www.ioi-jp.org 



第12回日本情報オリンピック 
• 予選 

– 2012年12月16日（日）13:00～16:00 
– ウェブ上オンライン 
– 応募者941名 参加者857名 

• 本選 
– 2013年2月9日（土）～10日（日） 
– 国立オリンピック記念青少年総合センター 
– 本選招待者61名 

• 春季トレーニング合宿 
– 2013年3月19日（火）～25日（月） 
– 本選Aランク20名 



指定校 
• 指定校は情報科学教育に努力すること 

 
• 指定校の特典 

– 5人以上の有資格在校生が予選に参加した指定校に対し
ては，表に示した人数を本選招待候補者とする 

 
 
 
 

• 鈴鹿高専は第10回より指定校に認定 

有資格在校生参加者数 本選招待候補者数 
5～29 1 

30～59 2 
60～ 3 



参加申込者数 
全国 三重 

第12回 941名 49名 

第11回 829名 49名 

第10回 831名 12名 

第9回 614名 8名 

第8回 446名 0名 

第7回 334名 3名 

第6回 192名 5名 



予選結果 
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創造活動プロジェクト 

• 3年前にクラブ活動として認められました 
– 体育部門 
– 文化部門 
– 創造活動プロジェクト 

• 5つのプロジェクト 
– ロボコンプロジェクト 
– プロコンプロジェクト 
– エコカープロジェクト 
– 小水力発電プロジェクト 
– デザコンプロジェクト 



プロコンプロジェクト 

• 創造活動プロジェクトの1つ 
• 全国高等専門学校プログラミングコンテスト（
高専プロコン）など，様々なコンテストに参加
しながら，高度なＩCＴ技術者の育成を目指し，
活動しています 



参加コンテスト一覧（2012年度） 

• 全国高専プログラミングコンテスト 
• ICPC（国際大学対抗プログラミングコンテスト） 

• パソコン甲子園 
• 情報オリンピック 
• Imagine Cup(全世界の学生を対象とする技術コンテスト) 

• NEXT COMMUNICATION AWARD 2012 
• CODE VS 2.0 

様々なコンテストに積極的に参加しています 



プロコンプロジェクトの目的 

 
• 高専プロコン 
• その他コンテスト 

参加 

• ＩＣＴ活用能力 
• 興味・好奇心 

スキルＵＰ 
 

• 新しい価値・表現
を創造する 

創造力ＵＰ 



平常の活動 

• アプリケーション 
– ゲーム制作 

• アルゴリズム 
– 競技プログラミング 

• ビギナー 
– C++プログラミング 

• 企画検討会・勉強会 
• 電子工作 
• サーバ構築 



現在の構成員 

• 学生 71名 
– 電子情報工学科 69名 
– 生物応用化学科 2名 

• 教職員 6名 
– 電子情報工学科 教員 4名 
– 電子情報工学科 技術職員 2名 

• すべての学科・専攻科の学生を歓迎します 



ものづくり体験教室 

• プロコンプロジェクト 
 「情報オリンピックに参加してみよう！」 

 
1日目午前 概論，出力(cout) 
1日目午後 入力(cin)，演算 
2日目午前 オンラインジャッジ，条件分岐(if) 
2日目午後 ループ(for)，ループの応用 



ものづくり体験教室 

• 2013年8月21日（水）～22日（木） 
 9:30～12:00 13:00～15:30 

 
• 中学生13名 

– 3年生6名，2年生5名，1年生2名 
– 男子10名，女子3名 

 
• そのうち情報オリンピックに3名が参加 



まとめ 

• 競技プログラミングのブーム 
– 日本のレベルが上がってきている 
– コーディング教育に向いている 

• 情報オリンピックに積極的に参加 
– 学外で評価される機会を設ける 
– 工業高専に有利なコンテストである 

• クラブ活動として取り組む 
– 放課後，休日の時間を利用する 
– 低学年から専門教員と専門分野で交流する 
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